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燕労災病院の理念 
 

◎働く人々と、地域の人々の

ために最善の医療を目指し

ます。 
 

病院の基本方針 
 

◎安全で室の高い医療の提

供を目ざします。 
 

◎勤労者の健康管理を支援し

ます。 
 

◎医療に関する教育・研修を

支援します。 
 

◎地域の人々の健康を守り、

福祉に寄与します。 
 

目次： 

 

新年明けましておめでとうございます。本年もよろ

しくお願いします。 

新年にあたりまして、ご挨拶申し上げます。 

 

＂働く人々と地域の人々のために最善の医療を目指 

します。＂を病院の理念として開院して以来、今年の

６月で３５年目に入ります。平成２６年度からは労働者健康福祉機構

は新しい法人への移行が国のレベルで決まり進行しています。しかし

一方では看護師不足もありますが、ここ十年近くは地方の病院は医師

不足が更に深刻になり、当院もいろいろ悩まされてきました。そのよ

うな中におきましてこの新潟県の県央地区において不十分ながら、ま

さに「働く人々」と「地域の人々」のために医療を支えて参りました。

県央地区で唯一の DPC 参加病院であり、資料も公表されています。ま

た、県の医療計画によるこの地区の基幹病院の件も少しずつ進んでい

るようですが、昨年は研修医も含め医師３名増員になり、今年も増員

になる見込みです。 

若い先生がいると病院も活気が出ます。益々のご支援とご協力をお

願い申し上げます。 

 

さて、皆さまは「へび」といえば半数以上は＂気持ちわる～い！＂

というのではないでしょうか。でも今年は「巳年」です。何故に＂ヘビ

ドシ＂となったかというと、農業暦を反映した十二支の６番目に分か

り易いように動物を当てはめたのだそうですが、「アスクレーピオスの

杖」というのをご存知でしょうか。学生の頃、医学書に 
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蛇の巻きついた杖のシンボルマークがあるのはなんでな

んだろうと思ったことがありました。それが「アスクレ

ーピオスの杖」でした。ギリシア神話に登場する「いて座」

の半人半馬の怪物であるケンタウロス族の賢者・ケイロンに

育てられた名医アスクレーピオスが持っていた１匹の蛇の

巻きついた杖です。このようなところで医学と「へび」

がつながっています。医療・医学の象徴として世界的に

広く用いられているシンボルマークであります。 

 

今年の当院は「巳年」に因んで＂脱皮＂し、「変化・変革」の年にして

まいります。 

皆さまのご健勝とよき年になりますよう祈念して、年頭の挨拶とい

たします。 
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【医師の交代及び着任について】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 25年 1月から次のとおり医師が交代及び着任いたしました。 
 

外科部長     神田
かんだ

 達夫
たつお

 

麻酔科部長    北原
きたはら

  泰
やすし

 

神経内科医師   徳武
とくたけ

 孝
たか

允
よし

 （池田 哲彦医師の後任） 
 
 
 今後も地域の皆様に貢献できる病院を目指して努めてまいりますので、よろしくお願いいたしま

す。 

神田部長   北原部長   徳武医師 

 

 

 

【消防訓練を実施しました】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12月 6日（木）の午後から防災訓練を実施しました。 
今回は夜間に２階東病棟から出火したという想定で、夜勤の看護師及び宿

直職員が患者の避難誘導にあたりました。 
当日はあいにくの悪天候により屋外への避難誘導の訓練はできませんで 
したが、車椅子利用者の避難誘導、また担架を用いての搬送訓練等ができま

した。 
また、訓練終了後の講評では「問題はありませんが、実際は暗い中での避

難誘導となるため、通常できていることができなくなる場合もあります。日

頃から意識付けを行うことが大切です」とのお言葉をいただきました。 
昨年度よりも講評は良かったのですが現状に甘えず、日頃から消化器や非

常口の位置を確認するなど、職員一人ひとりが最善の避難誘導を行えるよう

努めていきます。 

 

 

【クリスマスコンサートを開催しました】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12月 20日（木）に外来ホールにてクリスマスコンサートを開催しました。 
バイオリン講師である倉持愛先生をお招きし、クリスマスメドレーを含めた６曲を演奏していた

だきました♪ 
今回はクリスマスメドレーのほか、Ｊ－ｐｏｐクリスマ

スメドレーも演奏され、幅広い年代の方が思い思いに楽し

んでおられました。また、当日は悪天候にもかかわらず約

１００名の方がいらっしゃり、美しいバイオリンの音色に

会場中が聴き入っていました。 
 
寒い冬に心温まる演奏をプレゼントし

てくださった倉持先生に、患者さんも職

員も笑顔のなか、盛況のうちにコンサー

トは終了しました。 
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【手洗い教室を開催しました】                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問い合わせ先 
燕労災病院 感染管理室 朝妻 TEL：0256-64-5111

FAX：0256-63-9819
お気軽にお問い合わせください

手洗い後の洗い残しを

視覚的に確認しながら、

洗い残しはどこか、体験

しながら学習します。 

インフルエンザや感染性腸炎が流行しています。感染の予防のためには手洗いが重要で、小さい

時から、正しい手洗い方法を身につけることが効果的です。 
そこで、当院では、近隣の小学校・幼稚園・保育園にお邪魔して、キッズ手洗い教室を開催しま

した。 
みんな真剣です！ 

 

蛍光ローションを手にぬり、手洗いをしま

す。手洗い後、ブラックライトボックスに手

を入れると、洗い残された部分が青白く光っ

て見えます 

手洗い 実践中 

「手洗いの大切さ」や、

「いつ手を洗うか」を 
紙芝居で学習 

 

 

 

 

 

 

 

【編集部より】 
明けましておめでとうございます。 
新しい年を迎えました。お正月休みはゆっくり過ごされましたか？ 
のんびりできたという方も、仕事をしていました！という方も、 
これから始まる 1年がより良きものになりますように。 
本年もどうぞよろしくお願いいたします。 （記：ほ）
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